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イントロダクション
51クロミウムを用いた細胞障害アッセイ
細胞障害性T細胞 (CTL) は標的細胞が提示した抗原を認識す
細胞を攻撃する。さらに本方法ではナチュラルキラー細胞 (NK
価することができる。標的細胞をあらかじめクロミウムを用いて
やNKを添加して数時間培養を行う。破壊された標的細胞は培

を放出するため、このクロミウム由来の放射線量は殺傷されたを放出するため、 のク ミウ 由来の放射線量は殺傷された
例の関係となる。本方法は原理が非常に単純であるだけでなく
めに感度が非常に高くバックも低く1000個以下のT細胞で良好
できる。

本レポートでは、マイクロプレートを使用した簡便な51クロミウム
として、シンチラントコーティングされたマイクロプレートであるL
マイクロプレート対応シンチレーションカウンターTopCountによ
について述べる。

LumaPlate －シンチラントコーティング マイクロプレート
LumaPlate は、ポリスチレン製の96ウェル白色マイクロプレー

青色発光する固体シンチレーター（ケイ酸イットリウム）がコーテ
このため、シンチレーションカクテル剤を必要とせず、ウェル内の
せることによってシンチレーション計測が可能となる。

TopCount/ MicroBeta2 －マイクロプレート対応 シンチレーシ
TopCountあるいはMicroBeta2 は 、マイクロプレートの簡便性

ションカウンターの信頼性を兼ね備えており、放射性廃棄物の低
コストの削減、サンプル調製・測定時間の削減にも有効である。
シンチレーション計測においては、光電子増倍管（PMT）が検出
通常の液体シンチレーションカウンターは、2本のPMTを用いた
て計測を行う。TopCount/ MicroBeta2は、サンプルの上方に位
使用した「TR-LCS法（特許）」によって、不透明なマイクロプレー

レートのシンチレーション測定を可能にし、さらに、低バックグラ
となっている。

また このカウンターは ベータ線・ガンマ線（オージェ電子）核種また、このカウンターは、ベータ線・ガンマ線（オージェ電子）核種
ど、多様な検体の測定に柔軟に対応できる計測器である。
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アッセイ概要
アッセイは、標的細胞の51クロミウム標識、細胞障害による5
測定から成る（下図）。
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材料・測定機
• Chromium 51 (ParkinElmer Cat#NEZ030 74 MBq)• Chromium-51 (ParkinElmer, Cat#NEZ030, 74 MBq)

• 96 well V-bottom plate (SUMILON)

• Lumaplate (ParkinElmaer, Cat#6006633)

• Permanent sealing tape (PerkinElmer, Cat#1450-

461)

• RPMI1640

• Fetal bovine serum

• 1〜2% Triton X-100 水溶液/PBS 

（もしくは1%NP40水溶液などの界面活性剤) 

• TopCount あるいはMicroBeta2

1クロミウムの遊離、遊離した51クロミウムのシンチレーション

Count in TopCount/ MicroBeta2
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手順
1. 標的細胞（1×105〜1×106 cells）※1 を15 mlチュー

ブに入れて10〜50 μl の培地に懸濁しておく

2 手順1のチューブへ5 μl (0 925 MBq)を添加 ※22. 手順1のチュ ブへ5 μl (0.925 MBq)を添加 ※2

3. 37℃, 5% CO2で1時間 ※2インキュベート

4. 培養培地で2回遠心洗浄 ※3

5. 標的細胞を1×104〜5×105 cells/ml に再懸濁し

100 μl ずつ96 well-plateへ播種※4, 5

6. エフェクター細胞の希釈系列を作成し100 μl ずつ

96 well-plateへ播種 (図1)

7. Nのウェルに培地を100 μl, Mxのウェルに界面活性

剤（例: 1%Triton-X) を100 μl添加

8. 37℃, 5% CO2で5時間インキュベート※2

9. プレートを遠心してペレットダウン

10. 培養液を30 μlずつLumaplate-96へ添加

11. ドライヤーで乾燥

12. Permanent sealing tapeを貼付

13. 励起を防ぐために遮光してTOPcount でカウント
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製品情報

MicroBeta2

仕様仕様

LumaPlate －シンチラントコーティング マイクロプレート

製品名 品番 数量
価格
（円）（ ）

LumaPlate‐96, 白非滅菌フタなし 6006633 100  150,000

Deepwell LumaPlate‐96, 白非滅菌フタなし 6005630 50 107,000

Deepwell LumaPlate‐384, 白非滅菌フタなし 6007630 50 300,000

LumaPlate‐96

BD170723‐01

Deepwell LumaPlate 96Deepwell LumaPlate‐96


